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車椅子用セーフティーベスト

　以前のニュースでもお知らせしましたが、私たちは、日ごろの生活で移動の際に、車椅子のまま乗れ
る車（いわゆる福祉車両）を利用することがあると思います。実は車椅子と車椅子のまま乗れる福祉車
両の両方が、事故などが起きた時の安全性を満たしていないのだそうです。このようなことを問題視し
ていた「かながわ福祉移動サービスネットワーク」は有識者、自動車メーカー、車椅子メーカーに呼び
かけを行い、「車いす・車両乗車時の安全に関する研究会」を立ち上げ安全に車に乗れるよう活動され
ています。
　今回はその活動近況のご紹介です。

　車椅子で車輌に乗車して外出する場合、搭乗者の安全を守る車載の３点式あるいは２点式シートベル
トと車椅子の構造上、必ずしも安全・確実に装着出来ていません。車輌に車椅子で搭乗する事を考慮し
た車椅子も発売されていますが、現状の形状・構造のまま車載のシートベルトとマッチングを高める事
が出来る装具があればより安全性・安心感に繋がります。

●セーフティーベスト開発コンセプト
　現在使用中の車椅子で、福祉車両の車椅子係留
ベルトとシートベルトを使用して搭乗中の利用者
様の安全・安心とドライバー・添乗スタッフの安
心感を高める。　

●国外の取り組み
カナダ：車椅子で搭乗する上で安全性を確保する
　　　　ため車椅子・テーブル付き・リクライニ
　　　　ングのあるバギー型・胃ろうなど様々なタイプの対応について、専門性のある作業療法士・理
　　　　学療法士が積極的に車椅子製作に関わっている。
米　国：多種の障がい者や高齢者がおり、障がいや症状にあわせた搭乗上での安全が必要で、気管切開
　　　　した場合やシートベルトを外したり付けたがらない知的、発達障がい者への対応について解説
　　　　されている

● ISO（国際標準化機構）
　衝突安全にはシートベルトが重要であり、車椅子で乗車されている方がより危険になります。それら
に対処するために車椅子で自動車移送安全について ISO 7176-19 と ISO 10542 があります。
　衝突時の速度は時速 48 ㎞を想定し前方からの衝突が中心としている。搭乗者にはベルトは骨盤と肩
ベルトの設置を規定をしています。
　規格内容は車椅子本体・車椅子固定装置・シートベルトと頭部支持が対象となり衝突を模擬で負荷や
衝撃強度など装備の設置方法や脱着のやり易さなどの基準があります。

１

今月号の目次

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
の
…
…
…
１

コ
ロ
ナ
禍
の
福
祉
機
器
の
修
理
や
製
作
２

相
談
支
援
体
制
の
再
編
に
つ
い
て
３

車
椅
子
用
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ベ
ス
ト
４

21
年
度
会
員
入
会
申
込
み
始
ま
り
ま
す
…
５

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
と
リ
フ
タ
ー
導
入
そ
の
３ 

６

「
療
ね
」
も
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ビ
ュ
ー
！
７

明
日
香
の
た
ま
て
ば
こ
…
…
…
…
…
…
８

４

（連絡先）　〒 214-0014　川崎市多摩区登戸２９８１　サポートセンターロンド

℡０４４－９３０－０１６０　Fax ０４４―９３０－０１２８　e-mail: tani@rond.jp　http://rond2981.jimdo.com/
（会費振込先）郵便振込　00280-2-26842　特定非営利活動法人療育ねっとわーく川崎

■会費・賛助会費の別をお書きください。振込用紙が必要な方はお知らせ下さい。年会費 2500 円　賛助会費一口 1000 円

会員・賛助会員募集

ＳＳＫＳ

療育ねっとわーく川崎
2021 年４月 20日発行
№ 240（4000 部）
NPO 法人
療育ねっとわーく川崎
発行者　江川　文誠
編集者　谷　みどり

発
行
所　

〒
一
五
七
―
〇
〇
七
二　

世
田
谷
区
祖
師
谷
三
―
一
―
十
七
―
一
〇
二

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会　

定
価
一
〇
〇
円

（
本
誌
５
・
６
・
７
・
８
面
は
会
員
の
み
に
郵
送
）

Ｑ　

報
道
か
何
か
で
見
た
の

で
す
が
、
福
祉
の
予
算
な
の

か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
「
報

酬
改
定
？
」
と
い
う
こ
と
が

行
わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

介
護
職
の
人
手
不
足
や

低
賃
金
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
く
報

道
さ
れ
、「
報
酬
改
定
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
と

い
う
よ
う
な
報
道
が
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も

分
か
り
づ
ら
い
で
す
よ
ね
。
簡
単
に
言
っ
て

し
ま
う
と
、
福
祉
・
介
護
職
員
の
処
遇
な
ど
や
、

障
害
児
・
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
（
例

え
ば
居
宅
介
護
や
生
活
介
護
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
々
）
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
報
酬
に
つ
い
て

決
め
る
。
と
い
う
こ
と
を3

年
ご
と
に
見
直

し
を
行
う
こ
と
を
「
報
酬
改
定
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

　

３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
わ
け
で
す
が
、

今
回
は
令
和
３
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す
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３
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障
害
者
の
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化
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化
を
踏
ま
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た
地
域
移
行
・
地
域
生
活
の
支
援
、
相
談

支
援
の
質
の
向
上
、効
果
的
な
就
労
支
援
、

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
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ど
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障
害
児
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ま
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医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、医

療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
児
に
対
す
る
支
援

の
充
実
、放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
体

系
等
の
見
直
し
、
児
童
発
達
支
援
の
報
酬
等

の
見
直
し
、
障
害
児
入
所
施
設
に
お
け
る
報
酬
・

人
員
基
準
等
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
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医
療
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ケ
ア
児
に
関
わ
る
見
直
し
の
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ヒ
ア
リ
ン
グ
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害
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団
体
、
親
の
会
、

医
ケ
ア
、
日
本
医
師
会
、
看
護
協
会
等
々
関
係

機
関
の
意
見
を
も
と
に
論
点
整
理
を
し
、
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
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害
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体
の
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だ
け
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野
か
ら
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・
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り
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れ
て
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て
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の
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に
お
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も
現
場
の
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れ
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よ
う
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え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
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て
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で
議
事
録
や
資
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、
今
年
度
に
お
い
て
は
途
中
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
会
議
の
傍
聴
が
で
き

な
く
な
り
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
い
う
形
が
な
り

ま
し
た
の
で
、YouTube

に
お
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て
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ブ
配

信
に
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も
行
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ま
し
た
。
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わ
る
こ
と
を
決
め
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で
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よ
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を
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も
行
っ
て
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し
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と
思
い
ま
す
。
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連
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今
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で
何
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緊
急
修
理
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昨
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は
都
内
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病
院
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向
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車
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中
で
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト

が
根
元
か
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折
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所
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っ
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Ｏ
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し
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落
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ス
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。
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な
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が
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予
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よ
り
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近
く
修
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に
時
間
を
要

し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
溝

　相談支援についてはこれまでも、相談支援とはや計画相談とはなどについてお知らせしてきましたが、
おそらくいまだに相談支援についてよくわからない、という方が大半だと思います。
　そんな中で川崎市は相談支援の再編を行おうとしております。というかすでに確定済みの再編がある
ようです。（相談支援の再編として正式な公表が何もないので、なぜ確定なのか非常に分かりづらいと
ころがありますが）

　このことについて先に行われた、第 5 次かわさきノーマライゼーションプラン（案）の中に

相談支援体制の充実③今後の取組として

●障害福祉サービスの利用支援のあり方を見直し、各区地域みまもり支援センター・地区健康福祉ステー
ションや障害者相談支援センターが、障害福祉サービス利用以外のニーズも含め適時・適切に対応で
きる体制を整備します。

●地域相談支援センターの地区担当制を導入し、相談窓口を明確化するとともに、自ら援助を求めるこ
とができない方へのアウトリーチや、地域とのネットワークづくり等を進めます。また、区ごとの人
口や障害者数等も考慮した上で、地域相談支援センターの体制強化に向けた検討を進めます。

●基幹相談支援センターの再編を検討するなど、広域的な調整や地域の相談支援体制の整備等を行います。
●各区地域みまもり支援センター・地区健康福祉ステーションを中心に、障害者相談支援センターや地

域リハビリテーションセンターと連携しつつ、虐待対応や成年後見制度の利用支援等の専門的な相談
支援も行います。

●相談支援専門員等が利用者の意思決定支援に配慮できるよう、必要な研修等を実施していきます。

　と書かれていて、この中の地域相談支援センターの部分と基幹相談支援センターの再編については、
すでに決定されているようです。
　10 月から基幹相談支援センターは市内各区にあったものが、統合されて南部・中部・北部の 3 カ所
になることや、地域相談支援センターの地区担当制も決定のようで、すでに今までの地域相談支援セン
ターの運営法人自体の変更が決まっている地区もあります。まだ先だからと行政の方は思われているの
かも知れませんが、私たち当事者にとっては今までの相談支援担当機関が変わるということは、とても
大きなことです。このことについていまだに当事者や関係事業者に何の説明もない。というのことがと
ても不思議です。
　これまでの決定過程は、プロジェクトチームや施策推進協議会において検討されたそうなのですが、

「相談支援ってなに」という方が多い中で、プロジェクトチームや施策推進協議会で検討して決めた。
と言われてもわかりません
　川崎市には、相談支援とは誰のためにあるものか、に立ち返り、私たちにわかるよう丁寧に説明して
いただきたいです。

紀
の り

さんの制
せ い ど じ ょ う ほ う

度情報

相談支援体制の再編について

は
す
り
減
り
続
け
た
も
の
の
無
事
に
真
新

し
い
タ
イ
ヤ
に
交
換
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
一
方
で
、
こ
の
間
に
車
椅
子
が
全

く
使
え
な
く
な
る
よ
う
な
重
大
な
故
障
が

起
き
て
い
た
ら
と
思
う
と
、
肝
を
冷
や
し

て
し
ま
い
ま
す
。
昨
年
は
実
際
に
、
コ
ロ

ナ
禍
の
混
乱
が
福
祉
機
器
の
修
理
に
影
響

す
る
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

※
次
号
に
続
き
ま
す
。（
金
子
文
俊
）


